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泉
市
民
体
育
館
に
お
い
て
、
第

二
小
学
校
吹
奏
楽
部
（
40
名
）
が
日

頃
の
練
習
成
果
を
威
風
堂
々
と

（
マ
ー
チ
）
演
奏
し
て
い
た
だ
き
花

を
添
え
る
中
、
大
会
会
長
清
水
立
川

市
長
が
迎
え
る
演
台
の
前
を
地
区
体

育
会
と
競
技
団
体
が
行
進
し
式
典
が

開
始
さ
れ
た
。

　

開
会
宣
言
、
国
歌
・
市
民
歌
斉
唱

に
引
き
続
き
大
会
会
長
清
水
庄
平
市

長
よ
り
歓
迎
の
挨
拶
に
「
私
も
今
年

64
歳
に
な
り
市
民
大
会
の
開
催
年
と

同
じ
と
思
う
と
感
慨
深
い
も
の
が
あ

る
、
市
民
参
加
の
ス
ポ
ー
ツ
が
ま
す

ま
す
盛
ん
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
い
た
。

　

昨
年
度
の
総
合
優
勝･

準
優
勝
団

体
か
ら
総
合
優
勝
旗
、
優
勝
杯
・
準

優
勝
杯
の
返
還
と
各
競
技
の
優
勝
旗

が
返
還
さ
れ
、
ま
た
、
体
育
協
会
会

長
か
ら
体
育
行
政
に
功
績
が
認
め
ら

れ
た
方
々
、
東
京
都
な
ど
派
遣
大
会

に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
得
た
個
人

と
団
体
、
優
良
団
体
に
表
彰
状
と
盾

が
贈
呈
さ
れ
た
。

君の活躍と輝きを待っている！！君の活躍と輝きを待っている！！

NPO法人

第
64
回
立
川
市
民
体
育
大
会

6
月
20
日(

日)

開
会
式
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泉
体
育
館
に
お
い
て
、
一
年
間

を
通
し
て
地
区
12
体
育
会
と
競
技

団
体
の
協
力
で
開
催･

運
営
さ
れ
て

き
た
市
民
体
育
大
会
が
閉
会
を
迎

え
式
典
で
成
績
発
表
と
表
彰
式
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
合
優
勝
に
錦
町
体
育
会
、
準

優
勝
は
幸
町
体
育
会
、
第
３
位
に

若
葉
町
体
育
会
が
厳
し
い
対
抗
戦

を
勝
ち
抜
き
上
位
の
成
績
を
か
ち

と
り
ま
し
た
。

　

５
年
連
続
総
合
優
勝
と
輝
か
し

い
成
績
を
上
げ
た
錦
町
体
育
会
が

清
水
市
長
か
ら
表
彰
さ
れ
た
。

　

こ
の
結
果
は
町
民
が
体
育
会
を

　

桜
前
線
も
立
川
に
満
開
を
も

た
ら
し
あ
ら
ゆ
る
名
所
で
は
夜

桜
見
物
で
に
ぎ
わ
う
中
、
泉
体
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　1月9日(土)　ザ・クレストホテル立川（富士の間）において行政並びに、後援、支援と賛助、ご協力を

頂いています方々と体育協会加盟団体の皆様にご出席を頂きまして開宴の運びとなりました。

　河内会長から新年のあいさつと今年の活動方針

として組織強化、諸事業の充実等を揚げ青少年は

もとより高齢者世代の体力維持につながるスポー

ツの振興に寄与していきたい旨提言。

　大変忙しい中、駆けつけていただいた清水庄平

立川市長からのお祝いの言葉に続きご来賓各位か

ら祝辞を賜り、乾杯の杯をあげ懇親会に移り和や

かに親交、約200名の出席者による大抽選会に移

りきれいな花をゲットした方は今年の幸運を得た

ように盛り上がり、散会いたしました。

NPO法人立川市体育協会  新年賀詞交歓会NPO法人立川市体育協会  新年賀詞交歓会NPO法人立川市体育協会  新年賀詞交歓会

毎
年
支
え
総
て
の
競
技
に
対
し
て

選
手
の
育
成
と
協
力
を
惜
し
ま
な

か
っ
た
結
果
で
し
ょ
う
。

　

ジ
ュ
ニ
ア
地
域
推
進
事
業
の
一

環
と
し
て
、
各
学
校
・
競
技
団
体

な
ど
か
ら
推
薦
さ
れ
た
小･

中
学

生
の
優
良
選
手
男
女
に
表
彰
状
が

贈
ら
れ
た
。

　

大
会
会
長
清
水
市
長
始
め
、
各

ご
来
賓
か
ら
「
各
競
技
関
係
者
の

ご
苦
労
と
何
事
も
な
く
こ
の
日
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
」
と
讃
え
ら
れ
閉
会
式
を

終
え
た
。

育
館
の
廻
り
の
サ
ク
ラ
の
花

に
迎
え
ら
れ
ス
ポ
レ
ク
２
０

１
０
の
開
会
式
が
第
二
体
育
室
で

開
催
さ
れ
各
競
技
参
加
者
が
整
列

し
、
大
会
会
長
清
水
庄
平
市
長
か

ら
「
役
員
・
選
手
が
大
会
を
通
し

て
け
が
も
な
く
各
競
技
が
滞
り
無

く
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
、
尚
、
5

月
に
は
立
川
市
が
70
年
と
言
う
歴

史
の
中
で
待
望
の
新
庁
舎
が
完
成

し
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
有
効
に

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
会
議
室
が

何
カ
所
も
あ
る
の
で
利
用
し
て
く

だ
さ
い
」と
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

　

参
加
17
競
技
団
体
団
旗
の
も
と

選
手
宣
言
を
選
手
代
表
野
球
協
会

平
成
22
年
2
月
13
日
（
土
）

第
63
回 

市
民
体
育
大
会  

閉
会
式

第
63
回 

市
民
体
育
大
会  

閉
会
式

平
成
22
年
4
月
3
日
（
土
）

第
18
回 

ス
ポ
レ
ク
フ
ェ
ス
タ
2010  

開
会
式

第
18
回 

ス
ポ
レ
ク
フ
ェ
ス
タ
2010  

開
会
式

（
シ
ニ
ア
野
球
連
盟 

氏
丸
修
さ
ん
）

が
市
長
の
前
で
力
強
く
正
々
堂
々

と
「
親
睦
と
健
闘
を
誓
い
ま
す
」

と
宣
言
し
た
。

　

エ

キ

ジ

ビ

シ
ョ
ン
に
移
り
、

立
川
第
六
中
学

校
、
和
太
鼓
ク

ラ
ブ
趣
（
お
も

む
き
）
の
生
徒

達
が
迫
力
と
力

強
い
リ
ズ
ム
に

乗
っ
た
演
奏
を

繰
り
広
げ
て
く

れ
ま
し
た
。
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日野市  市民会館大ホール

入場行進 ･ カップ返還 6月26日（土）

  スポーツたちかわ”年二回発行を致しておりますが、い
つも市民体育大会開会式並びに閉会式の報告などが大き
なテーマになりがちですが、青少年がここ立川を飛び出
して各分野の競技において成績を伸ばし活躍をしている
様子も伝わってきます、各競技団体では青少年の人口の
減少で部員の獲得がまま成らず指導者がご苦労をしてい
る中、活躍の報告をお待ちしています。
紙面においては、年中行事報告が多いのですが、各体育会・
競技団体から大きなイベントなど計画・募集等が計画さ
れましたらお知らせ下さい、広報にて掲載をしたいと思
います。　尚、東京多摩国体（スポーツ祭 東京2013）に向
けての情報・報告などを掲載してゆきます。　秋のスポー
ツイベントが続く中、皆様から多くの投稿をお待ちして
おります。

平成22年5月30日(日) に錦中央公園(市民会館横)をスター
ト根川緑道～柴崎市民体育館～くじら運動公園を通過し、
多摩川河川を歩き福生南公園でゴール。行事の多い時期
のためか参加者が少なめの62名でした。多摩リバーコー
スでは、サッカ―や野球を楽しむ人たち、散策やサイク
リングに興ずる人たちで賑わっていました。拝島橋の近
くにすばらしい散策コースが新設されていたり、好天に
恵まれ、萌えるような木々や草花の中を楽しく心地よい
汗を流しました。全員、元気にゴール、またの再会を楽
しみに帰路につきました。

●市民体育館指定管理者委員会
　９月22日理事会にて、NPO法人立川市体育協会市　
　民体育館指定管理者委員会設置要項承認
●多摩国体連絡調整委員会
　10月３日千葉国体(ゆめ半島千葉国体)競技視察
●地区体育会代表者委員会
　７月２日12町会代表・体育指導委員会会長・体育　
　協会本部の交流会開催・その席にて地区体育会代表
　者委員会を設置することを決定
●総務部
　総会設営・準備　
　ホームページ運営の支援
　市民大会開会式･閉会式の設営
　ハイキングラリー支援
●指導部
　スポーツ吹矢普及活動について、立川市老人クラブ
　連合会に働きかけ等
　地区体育会・体育指導委員会・体育協会本部交流会
　を実施

陸上

〃

サッカー

テニス

自転車

新体操

バスケット

空手

少年野球

ソフトテニス

バレーボール

水泳

バドミントン

卓球

陸上競技教室 

陸上競技記録会 

ジュニア育成クリニック 

中学生を対象とした選手育成のためのテニス教室
 

ジュニア育成練習会(トラック)(ロード)
 

ジュニア育成新体操実技講習会 

中学生バスケットボールクリニック 

立川市中学生選抜招待バスケットボール大会

立川ジュニアスポーツ大会 

中学生軟式野球夏期強化練習 

メンタルトレーニング研修会 

ソフトテニス実技研修会 

立川小学生・中学生バレーボール教室 

小中学生を対象とした育成選手合宿 

ジュニア講習会 

ジュニア卓球講習会 

4月～ 10月中旬まで

10月24日

5月29日、9月25日

7月17日～ 21日

(毎週土曜日午前中)

8月22日

9月12日

9月20日

8月1日

８月14日～８月17日

11月中

8月3日

7月11日・1月

10月9日～ 10月11日

10月・12月各一日

1月15日

立川市陸上競技場

第一中学校校庭、第三小学校体育館他

自治大ﾃﾆｽｺｰﾄ（立川市）

立川競輪場・あきる野、青梅市周辺道路

立川第三中学校体育館

二中体育館・八中体育館

八中体育館・立川市柴崎市民体育館

立川市柴崎市民体育館

福島県白河市

研修室

立川市泉市民体育館

立川市泉市民体育館他

信州

立川市泉・柴崎市民体育館

立川市柴崎市民体育館

教室

記録会

教室

教室

強化練習

講習会

教室

大会

大会

強化練習

指導者研修

指導教室

教室

強化練習

教室

講習会

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

種目 事業名 実施場所 事業の内容実施予定時期（月日等）

5月2日・3日・4日・7月11日・
8月22日・9月5日・10月10日・
10月11日

◆ 平成22年度ジュニアスポーツ育成地域推進事業に係る各団体別 ◆

部長　木戸口　辰雄広報部

～ 委員会中間報告 ～第32回 市民ハイキングラリー市民ハイキングラリー

第44回 市町村総合体育大会開会式第44回 市町村総合体育大会開会式
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団　体　名

体育団体名 団体名

氏　名 摘　　　　　　要

◆社会体育優良団体賞

◆功労賞
団体名 氏　名

野球協会
ソフトテニス連盟
ソフトテニス連盟
卓球連盟
卓球連盟
柔道連盟
バドミントン協会
富士見町体育会
錦町体育会
栄町体育会
西砂川地区体育会
幸町体育会

水　本　敬　一
徳　弘　道　子
村　田　収　多
緒　形　敬　子
石　島　初　枝
伊　藤　菊　三
名　取　隆　子
土　屋　義　之
永　森　唯　夫
木　幡　勝　幸
矢　野　むつみ
小　山　啓　子

立川第三中学校

立川第五中学校

立川第五中学校

立川第五中学校

立川第五中学校

空手道連盟

空手道連盟

空手道連盟

空手道連盟

空手道連盟

柴崎町体育会

柴崎町体育会

柴崎町体育会

砂川体育会

幸町体育会

和　田　　　真

河　野　翔　一

小　嶋　春　輝

清　水　拓　臣

森　本　駿　平

山　口　祐　汰

内　野　　　希

森　村　　　颯

加　賀　美駿斗

萩　原　凛太郎

晴　山　大　樹

立川教職員チーム

渡　邉　健　太

加　藤　義　隆

中　村　桃　子

第49回全国中学校水泳競技会　100m 自由形
優勝　50m 自由形　4位  
平成21年第17回全国中学校空手道選手権大会
男子団体形　第3位  
平成21年第17回全国中学校空手道選手権大会
男子団体形　第3位  
平成21年第17回全国中学校空手道選手権大会
男子団体形　第3位  
平成21年第17回全国中学校空手道選手権大会
男子団体形　第3位  
全国少年少女空手道選手権大会  
小学6年男子形の部　ベスト16 
全国少年武道錬成大会  
小学生低学年の部　団体形の部　ベスト8  
全国少年武道錬成大会  
小学生低学年の部　団体形の部　ベスト8  
全国少年武道錬成大会  
小学生低学年の部　団体形の部　ベスト8  
全国少年少女空手道選手権大会
小学6年生男子個人組手　第5位
第10回全国小・中・高空手道選手権大会
中学1年生の部男子組手ベスト8  
東京都小学校体育連盟　第62回地区対抗卓球大会 
男子の部　優勝  
アジアユースパラゲーム(東京2009)　ボッチャ競技
団体第3位  
第54回日本泳法全国大会　ジュニア泳法競技
優勝
日本短水路選手権水泳競技大会  
100m 背泳ぎ　第5位  

野球協会
空手道連盟
バスケットボール協会
曙町体育会
ミニテニス協会

「けやき台野球クラブ」
「錦空手道教室」
「FJBC」
「曙ミニテニスクラブ」
「ドレミ」

●
女
子
２
０
０･

４
０
０
m 

自
由
形　

第
４
位

　

三
中　

和
田
英
理
加 

 
 

 
 

 

第
62
回
東
京
都
中
学
校
支
部
対
抗

陸
上
競
技
大
会

第
60
回
東
京
都
中
学
校

バ
ス
ケ
�
ト
ボ
�
ル
新
人
大
会

第
２
１
回
東
京
ジ
�
ニ
ア

陸
上
競
技
大
会

●
男
子
３
０
０
０
m 

第
３
位

　

二
中　

藤
松　

颯
生

●
男
子
3
年
生
１
０
０
m　

優
勝

　

五
中　

島
本　

雄
基

●
男
子
３
０
０
０
m 

第
４
位

　

二
中　

藤
松　

颯
生

第
33
回
関
東
中
学
校

水
泳
競
技
大
会

第
59
回
東
京
都
中
学
校

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

第
37
回
関
東
中
学
校

陸
上
競
技
大
会

●
男
子
ペ
ア　

第
３
位

　

三
中　

佐
々
木
文
也 ･ 

渡
邊　

竜
也

●
女
子
共
通
走
高
跳　

第
８
位

　

五
中　

田
中　

優
衣 

 
 

●
男
子
共
通
４×

１
０
０
m 

リ
レ
ー　

第
３
位

　

五
中　

塚
本　

拓
也 ･ 

加
藤　

義
隆 ･

　
　
　
　

田
中　

俊
基 ･ 

島
本　

雄
基

●
女
子
ベ
ス
ト
８

　

五
中　

藤
原　

末
唯 ･ 

谷
口　

美
佳･

　
　
　
　

大
島
沙
莉
奈 ･ 

荒
川　

真
由 ･

　
　
　
　

山
田
紗
喜
子 ･ 

相
馬
稀
未
乃 ･

　
　
　
　

福
留　

萌
水 ･ 

田
久
保
美
香 ･

　
　
　
　

萩
原　

佑
奈 ･ 

木
下　

里
海 ･

　
　
　
　

藤
井　

咲
希 ･ 

尾
崎
く
る
み ･

　
　
　
　

伊
藤
実
咲
希 ･ 

尾
崎
こ
の
み ･

　
　
　
　

佐
藤　

藍
梨

第
4
回
東
京
都
中
学
校

少
林
寺
拳
法
大
会

第
4
回
東
京
都
中
学
校

少
林
寺
拳
法
大
会 

 
 

●
女
子
総
合
の
部　

準
優
勝

　

女
子
団
体
演
武
の
部　

準
優
勝

　

七
中　

第
七
中
学
校
少
林
寺
拳
法
部　

　
　
　
　

監
督　

芝
田　

実 ･

　
　
　
　

鷲
見
麻
衣
香 ･ 

高
橋　

花
姫

　
　
　
　

森　
　

悠
菜 ･ 

織
田　

彩
音

　
　
　
　

藤
巻
佳
玲
良 ･ 

宮
本
亜
里
沙

●
女
子
単
独
演
武
の
部　

準
優
勝

　

七
中　

高
橋　

花
姫

第
33
回
関
東
中
学
校

水
泳
競
技
大
会 

 

●
男
子
２
０
０
m
個
人
メ
ド
レ
ー　

第
6
位

　

八
中　

鈴
木　

仁
也

第
22
回
都
道
府
県
対
抗

ジ
�
ニ
ア
バ
ス
ケ
�
ト
ボ
�
ル
大
会 

●
女
子
ベ
ス
ト
16

　

二
中　

福
田　

陽
香

東
京
都
中
学
校

新
体
操
学
年
別
大
会　

ロ
�
プ
の
部 

●
第
3
位

　

九
中　

清
水
美
穂
奈

第
62
回
東
京
都
中
学
校
支
部
対
抗

陸
上
競
技
大
会

平
成
21
年
度

　

優
良
選
手
表
彰

平
成
21
年
度

　

優
良
選
手
表
彰

功労賞　優秀選手賞　優良団体賞

団体名と個人の氏名並びに成績一覧

（平成22年度）

NPO法人立川市体育協会表彰

個人 ･ 団 体 表 彰個 人 ･ 団 体 表 彰平成22年度

★東京都体育協会表彰 ★市町村

　体育協会表彰

★八王子高校バスケット部

　高校総体優勝
◆スポーツ生涯功労賞

　木戸口辰雄　氏

◆優良団体賞　相撲連盟

◆功労賞

　岡崎　誠　氏

◆永井　翼　氏（2年）

　立川第二中学校卒業

　レギュラー12人の

　1人として戦い

　沖縄の夏を

　制した。

◆優秀選手賞
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ご
多
用
の
と
こ

ろ
、
当
会
定
期
総

会
に
ご
来
賓
を
は

じ
め
会
員
の
皆
様

に
ご
出
席
を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
の
大
き
な

目
標
で
あ
り
ま
し
た
、
柴
崎
市
民
体
育
館

の
指
定
管
理
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、
残
念

な
が
ら
第
一
次
審
査
の
段
階
で
落
選
い
た

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
推
進
責
任
者
と
し

て
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
経
験
を
踏
ま
え
、
本
年
度
は
、

重
点
政
策
に
、
泉
市
民
体
育
館
指
定
管

理
者
受
託
に
向
け
ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画

に
掲
げ
る
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
を
視
野
に
地
区
体
育
会
か
ら
の
委
員

起
用
を
含
め
市
民
体
育
館
指
定
管
理
者

委
員
会
並
び
に
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
バ

ス
ケ
ッ
ト
・
野
球
・
自
転
車
・
ミ
ニ
テ

ニ
ス
・
ダ
ン
ス
競
技
団
体
理
事
の
参
加

に
よ
る
国
体
連
絡
調
整
委
員
会
を
設
置

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、Ｈ
Ｐ
及
び
市
広
報
や
公
共
施

設
等
へ
の
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
等
広
報

活
動
の
拡
大
と
小
中
学
校
と
の
連
携
強

化
を
図
り
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
活
動
中
で

の
傷
害
事
故
等
に
つ
い
て
、
普
通
救
命

の
育
成
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、
法
律

上
の
損
害
賠
償
へ
の
対
応
と
し
て
保
険

加
入
を
早
期
に
す
す
め
る
所
存
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
体
協
事
業
へ

の
更
な
る
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ

総
会
開
催
お
礼
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

立
川
市
シ
ニ
ア
野
球
連
盟
及
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｓ
Ｐ

Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
主
催
で
姉
妹
都
市
大
町
市
と

の
野
球
親
善
交
流
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

シ
ニ
ア
野
球
連
盟
は
、現
在
40
歳
以
上
の
チ
ー

ム
が
10
チ
ー
ム
、
60
歳
以
上
の
還
暦
チ
ー
ム
が

３
チ
ー
ム
、
65
歳
以
上
の
チ
ー
ム
が
１
チ
ー
ム
、

70
歳
以
上
の
チ
ー
ム
が
１
チ
ー
ム
、と
計
15
チ
ー

ム
350
名
余
り
の
会
員
で
構
成
し
て
お
り
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
は
立
川
市

の
野
球
協
会
で6

年
ま
え
に
設
立
し
、
現
在
立
川

市
野
球
場
、
1
番
町
グ
ラ
ン
ド
、
中
央
グ
ラ
ン

ド
1. 
2.
を
管
理
し
、
障
害
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
3
箇
所
、
作
業
場
を
１
箇
所
で
経
営
し
て
お

り
ま
す
。

　

大
町
市
と
の
野
球
親
善
交
流
も
、
1
年
お
き
に

行
っ
た
り
来
た
り
連
続
14
年
目
迎
え
ま
し
た
、
立

川
市
と
大
町
市
が
姉
妹
都
市
に
な
り
20
周
年
と
成

り
ま
す
が
、
立
川
市
と
し
て
も
こ
こ
の
と
こ
ろ
あ

ま
り
熱
心
で
は
な
い
と
聞
い
て
お
り
ま
す
、
お
互

い
の
町
興
し
と
し
て
、
も
っ
と
熱
心
な
交
流
を

や
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
大
町
市
が
立
川
市
に
来
ま
し
た
が
、

大
町
市
の
仲
牧
議
員
、
少
年
野
球
の
監
督
、
コ
ー

チ
、
立
川
市
の
少
年
野
球
協
会
中
村
理
事
長
、

野
球
協
会
菅
沼
理
事
長
の
方
々
苦
労
に
よ
り
、

14
名
の
子
供
達
が
来
て
頂
き
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し

ま
し
た
、
青
年
野
球
部
、
50
歳
以
上
の
シ
ニ
ア

チ
ー
ム
と
３
チ
ー
ム
が
遠
征
頂
き
、
土
、
日
、

と
晴
天
の
も
と
、
子
供
達
は
立
川
市
の
２
連
勝
、

青
年
部
と
シ
ニ
ア
チ
ー
ム
は
１
勝
１
敗
と
怪
我
、

事
故
も
無
く
盛
大
に
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
、
皆
様
の
ご
協
力
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
　

シ
ニ
ア
野
球
連
盟　

理
事
長　

金
井
和
夫

平
成
22
年
5
月
8
日

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
立
川
市
体
育
協
会

　
　
　

会
長　

河
内　

勝
正

総

会

挨

拶

姉
妹
都
市  

大
町
市
&
立
川
市
20
周
年
記
念

親
善
交
流
野
球
大
会

親
善
交
流
野
球
大
会

　●水泳協会事務所
　　〒190-0002　立川市幸町1-25-23　ヴィレッジ20　202号室　　　　
　　電話　042-519-4115　　FAX　042-534-8835
　　在室　月・火・水・金　10時～ 17時（但し昼休みは12時～ 13時です）

 

競技団体紹介 立川市水泳協会
　立川市水泳協会は、今年平成22年で創立46年を迎えた伝統ある水泳愛好者の団体です。
現在正会員及び教室会員を含めて成人315名、ジュニア会員766名です。
　創立目的であります、「アマチュアスポーツ精神に基づき、市民皆泳を目標に水泳の
普及発展を図り、もって市民の心身の健全発展に寄与すると共に、会員相互の親睦を図
ること」を今後とも継続していきます。
　現在38名の有資格者指導員の指導にて成人最高齢者81歳からジュニア6歳まで、クロー
ル・背泳ぎ・平泳ぎ・バタフライの四泳法及び日本泳法を、初歩から最新の技術と思い
やりの心で指導を行っています。
　よって、「生涯スポーツに水泳を」の合言葉で定期指導のほか、立川市体育協会の一
員として、市民大会・スポレクフェスタ・その他の教室を主管して実施すると共に、立
川市の委託教室等、更に、都下大会・東京都の大会・マスターズの全国大会等にも選手
を派遣しています。また、国体を目指した、選手（ハンディ育成を含む）の育成も行っ
ています。その他、不定期ではありますが、水中ウォーキング等も、開催しています。
そして、大人は楽しみながら、一日でも長く水泳を続け、健康を維持できるように、また、
ジュニアは、心身の鍛錬と、健康増進を図り、大人になってから、あのコーチの指導が
自分の人生にプラスになったと、良い思いでとなり、自分の子供も、そして自分も、こ
の立川市のプールに帰って来てくれるように、今後とも、当協会員は市民の皆様のご要
望に応えるべく、自己研鑽と努力をしてまいります。
「市民皆泳をめざして、ファミリースイミングで生涯水泳を」
　入会等の詳細は立川市の広報及び下記、水泳協会事務所までお問い合わせください。

立川市水泳協会のシンボルマークです
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地区対抗種目得点表

地
区
名

種　目

柏
町
体
育
会

幸
町
体
育
会

西
砂
川
体
育
会

若
葉
町
体
育
会

栄
町
体
育
会

砂
川
体
育
会

羽
衣
町
体
育
会

高
松
町
体
育
会

曙
町
体
育
会

錦
町
体
育
会

柴
崎
町
体
育
会

富
士
見
町
体
育
会

軟 式 野 球
ミニテニス

 3.0

 3.0

 5.5

 10.0

 3.0

 3.0

 3.0

6.0

9.0

 

5.5

51.0

 11.0

 6.0

 5.5

 5.5

 9.0

 7.0

 11.0

5.0

 5.0

5.5

70.5

 5.5

 5.0

 10.0

8.0

 5.0

 6.0

 7.0

3.0

 3.0

5.5

58.0

 10.0

 11.0

 5.5

 11.0

 7.0

 9.0

 3.0

10.0 

11.0

3.0

80.5

 9.0

 3.0

 11.0

 3.0

 3.0

 3.0

 5.0

3.0

3.0

 

5.5

48.5

 5.5

 4.0

 3.0

5.5

 11.0

 11.0

 8.0

4.0

3.0

10.0

65.0

 3.0

 9.0

 9.0

 9.0

 4.0

 5.0

 3.0

9.0

8.0

 3.0

62.0

 5.5

 8.0

 3.0

 5.5

 3.0

 8.0

 4.0

7.0

 4.0

3.0

51.0

 3.0

 3.0

 5.5

 5.5

 6.0

 3.0

 9.0

3.0

ー

 

ー

38.0

 8.0

 10.0

 3.0

 3.0

 10.0

 10.0

 6.0

11.0

10.0

11.0

82.0

 3.0

 3.0

 3.0

 3.0

 3.0

 3.0

 10.0

8.0

6.0

8.0

50.0

 5.5

 7.0

 8.0

 3.0

 8.0

 4.0

 3.0

3.0

7.0

9.0

 

57.5

ソフト
　ボール

陸上競技

バレー
　ボール

バドミントン

ゲートボール

テ ニ ス
卓 　 　 球

駅 　 　 伝
合 計 得 点
順 　 　 位

男
子
女
子
男
子
女
子

男
子
女
子
男
子
女
子

男
子
女
子

水　  泳

第64回第64回

（中間報告）

ス
ポ
�
ツ
少
年
団
主
催

バ
ス
ケ
�
ト
ボ
�
ル
を
楽
し
む

２
０
１
０
ジ
ュ
ニ
ア
（
中
学
生
）
の
部

　

８
月
７
日
（
土
）
柴
崎
市
民
体
育
館

に
お
い
て
、
立
川
市
体
育
協
会
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
主
催
、
立
川
市
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
協
会
主
管
に
よ
る
、
市
内
中
学

生
対
象
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
お

よ
び
、
交
流
試
合
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

中
学
校
男
女
19
チ
ー
ム
選
手
２
５
７

名
、
他
に
保
護
者
、
顧
問
、
役
員
が
参
加
。

開
会
式
で
は
主
催
者
を
代
表
し
て
本
部

長
の
石
川
氏
か
ら
挨
拶
の
後
、
司
会
者

よ
り
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
で
活
躍

し
た
市
内
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

部
卒
業
生
（
男
子
３
名
、
女
子
２
名
）

の
紹
介
、柴
崎
体
育
館
使
用
上
の
注
意
・

公
共
施
設
を
使
用
す
る
際
の
マ
ナ
ー
等

に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
終
了
後
は
第
八
中
学
校
の
永

井
先
生
よ
り
Ｔ
Ｏ（
テ
ー
ブ
ル
・
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
ズ
）
講
習
会
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
心
構
え
と
し
て
、「
テ
ー
ブ
ル
・

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ズ
は
、
審
判
の
補
佐
を

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
審
判
と
と
も
に

規
則
に
従
っ
て
ゲ
ー
ム
を
構
成
か
つ
円

滑
に
進
行
さ
せ
る
と
い
う
重
要
な
役
割

が
あ
る
こ
と
。」
そ
し
て
、「
ゲ
ー
ム
は

プ
レ
イ
ヤ
ー
、
チ
ー
ム
・
ベ
ン
チ
、
審

判
そ
し
て
テ
ー
ブ
ル
・
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

ズ
が
お
互
い
に
協
力
し
て
築
き
上
げ
る

も
の
で
あ
る
。テ
ー
ブ
ル
・
オ
フ
ィ
シ
ャ

ル
ズ
は
プ
レ
イ
ヤ
ー
や
コ
ー
チ
、
あ
る

い
は
審
判
の
気
持
ち
に
な
っ
て
、
素
晴

ら
し
い
ゲ
ー
ム
に
す
る
た
め
に
最
大
の

努
力
を
は
ら
い
、
ゲ
ー
ム
の
流
れ
を
感

じ
取
り
、
緊
張
感
を
持
ち
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」
と
説
明
が
あ
っ
た
後
、

具
体
的
な
仕
事
内
容
に
つ
い
て
指
導
・

助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
都

大
会
上
位
進
出
校
の
選
手
は
何
事
に
も

一
生
懸
命
に
取
り
組
む
こ
と
や
マ
ナ
ー

が
良
い
こ
と
に
触
れ
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
通
じ
て
人
間
的
な
成
長
が
で

き
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
実
技
講
習
会
で
は
、
第
七

中
学
校
の
渡
辺
先
生
よ
り
日
常
行
っ
て

い
る
攻
守
の
基
本
練
習
を
行
い
、
注
意

す
べ
き
こ
と
や
練
習
の
ポ
イ
ン
ト
の
確

認
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ー
ト
２
面
で
２

５
７
名
の
選
手
が
効
率
良
く
動
き
、
他

校
の
選
手
と
競
い
合
い
な
が
ら
練
習
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
午
後
の
交
流

試
合
で
は
多
数
の
保
護
者
の
応
援
の
も

と
、
午
前
中
に
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
し
、

Ｔ
Ｏ
や
ゲ
ー
ム
に
一
生
懸
命
に
取
り
組

み
、
学
校
の
体
育
館
で
は
味
わ
え
な
い

大
き
な
体
育
館
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

学
ん
だ
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
（
地
区
中
体
連
強
化
委
員
立
川
三
中

　
　

山
崎
千
尋
）

　

平

成
25

年

９

月
28

日
︵
土
︶

か
ら
10
月
８
日
︵
火
︶
ま
で
の

会
期
で
�
国
民
体
育
大
会
が
東

京
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
�
立
川
市
内
で
は
�
バ

ス
ケ
�
ト
ボ
�
ル
�
バ
レ
�
ボ
�

ル
�
軟
式
野
球
�
自
転
車
︵
ト
ラ
�

ク
︶
の
４
競
技
の
開
催
が
予
定

さ
れ
�
立
川
市
体
育
協
会
を
始
め
�

立
川
市
�
市
民
や
企
業
を
含
め

た
地
域
が
一
体
と
な
�
た
取
り

組
み
が
不
可
欠
で
す
�

　

こ
の
こ
と
か
ら
�
立
川
市
は
�

８
月
30
日
に
市
長
や
市
内
関
係
団

体
・
機
関
な
ど
を
代
表
す
る
方
々

で
構
成
す
る
﹁
ス
ポ
�
ツ
祭
東
京

２
０
１
３
立
川
市
実
行
委
員
会
﹂

を
設
立
し
�
大
会
開
催
に
向
け
て

連
携
・
協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と

を
�
確
認
し
ま
し
た
�

　

こ
の
日
本
最
大
の
ス
ポ
�
ツ

イ
ベ
ン
ト
を
と
お
し
て
�
よ
り

身
近
に
ス
ポ
�
ツ
を
感
じ
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
�

ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３

立
川
市
実
行
委
員
会
が

発
足
し
ま
し
た

国
体
準
備
室
長

　
　
　

井
上　

隆
一
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日　　時　　
　　　　
場　　所

主　　催
後　　援
種　　目

参 加 費

競技運営　

申込方法

申込期間　

問合せ先　

注意事項　

スタート

ゴ
ー
ル

１、あらかじめ医師の健康診断を受けるなど、健康管理に充分注意すること。
２、競技中の事故については、主催者側で応急処置は行なうが、その後の責任は一切負わない。
３、申し込みをされた書類・参加費納入後は返却返金いたしません。
４、小学生は保護者の誓約書を記入の上申し込むこと。
５、ナンバーカード・タスキは主催者側で用意します。
　　ナンバーカード・タスキは必ず返却して下さい。紛失した場合は弁償していただきます。
６、駅伝競走市民の部は１位から３位まで賞状、小学生ロードレースは男女別１位から６位まで賞状を授与します。
７、悪天候や積雪時は当日午前６時まで判断し、中止の場合は市役所玄関前に掲示します。

平成 23年　１月 16日（日）　（雨天決行）午前９時スタート
降雪・積雪・悪天候・災害等で競技ができない状態のときは中止します。

立川市役所新庁舎（泉町 1155 の９）付近 スタート / ゴール の周回コース（１周 3.2kｍ）
( 新庁舎－立川警察署－花みどり文化センター－自治大学校－新庁舎 )　

立川市陸上競技協会　
立川市・立川市教育委員会・NPO法人立川市体育協会
＠ 駅伝競走（一人 3.2 kｍ）午前９時スタート　　　　　　　　　　　　　　　　　
　市民（立川市在住・在勤・在校）の部（高校生以上）［６区間］（先着 70 チーム）
　（男子のみ・女子のみ又は男女混合でもよい）
＠ 小学生ロードレース［２kｍ］午前１１時スタート　
　（立川市在住・在学・在クラブの小学 4年生以上男女　先着 400 名）

市民駅伝の部は　　　　 　１チーム　3,000 円
小学生ロードレースは　    一人　 　　   500 円
1、 2010 年日本陸上競技連盟競技規則・同駅伝競走規準及び本大会監督会議申し合わせ事項を適用します。
２、伴走及び自転車などによる応援は禁止します。
３、前項に対する違反や不正行為、招集時間に遅れた場合は、失格とします。
４、駅伝の部は午前 11 時 00 分をもって終了する為に 10 時 30 分に繰り上げスタートをします。

郵便振替用紙に（市民の駅伝・小学生ロードレース）氏名・性別・年齢・電話番号・住所・
チーム名・誓約書（大会参加にあたり万一の事故の場合は自己責任として参加します。サイン）を記入の上
参加費をお振込み下さい。振込用紙・申込要項・地図は、泉・柴崎両市民体育館窓口にあります。

平成 22 年 11 月１日から 11月 30 日まで（定員になり次第締切ります）

〒190-0011  立川市高松町３－２１－１　　立川市陸上競技協会　坪内　基治
ＴＥＬ　５２２－３４０６　　　ＦＡＸ　５２９－３９４６

〜立川市役所新庁舎落成記念〜

2011 立川市駅伝競走＆小学生ロードレース大会要項2011 立川市駅伝競走＆小学生ロードレース大会要項
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（
順
不
動
・
敬
称
略
）（
平
成
22
年
3
月
31
日
現
在
）

◆
団
体
賛
助
会
員

  

（
口
数
）１
口
５
千
円

◆
個
人
賛
助
会
員

  

（
口
数
）１
口
１
千
円

平
成
二
二
年
度 

賛
助
会
員
募
集
中　

た
ち
か
わ
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
ご
協
力
を

　

個
人
会
員　

一
口　

一
、〇
〇
〇
円　

何
口
で
も
可

　

団
体
会
員　

一
口　

五
、〇
〇
〇
円　
　
　

〃

　

振
込
口
座　

多
摩
信
用
金
庫
幸
町
支
店
／
普
通
預
金 

０
１
３
１
６
７
２

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
立
川
市
体
育
協
会
（
ト
ク
ヒ
）タ
チ
カ
ワ
シ
タ
イ
イ
ク
キ
ョ
ウ
カ
イ

　
　
　
　
　
　
　

記

皆
様
か
ら
の
協
賛
金
は
、
立
川
市
の
「
明
日
の
ス
ポ
ー
ツ
界
を
担
う
青
少
年
の

健
全
育
成
と
中
高
年
齢
者
の
健
康
増
進
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
に
役
立
て
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

立
川
市
体
育
協
会

平
成
21
年
度
賛
助
会
員
一
覧

平
成
21
年
度
賛
助
会
員
一
覧

16
口●

ダ
ン
ス
連
盟

11
口●

野
球
協
会

10
口●

真
如
苑

8
口●

曙
町
体
育
会

6
口●

ミ
ニ
テ
ニ
ス
協
会

●
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

●
水
泳
協
会 

●
武
術
太
極
拳
連
盟

●
富
士
見
町
体
育
会

4
口●

錦
町
体
育
会

●
多
摩
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

　

振
興
会

●
空
手
道
連
盟 

●
若
葉
町
体
育
会

●
西
砂
川
体
育
会

●
羽
衣
町
体
育
会

3
口●

幸
福
の
科
学

●
砂
川
体
育
会

●
柏
町
体
育
会

14
口●

河
合
朝
英(

本
部)

10
口●

天
野
孝
一(

ミ
ニ
テ
ニ
ス
）

6
口●

澤
田
康
人(

錦
町) 

5
口●

村
田
光
男(

錦
町) 

●
中
野　

裕
司(

空
手)

●
高
橋　

栄
（
高
松
町
） 

●
鈴
木
淑
巨(

バ
ス
ケ
ッ
ト)

●
鶴
澤　

章(

ゴ
ル
フ) 

 

3
口●

メ
ン
ズ
シ
ョ
ッ
プ
タ
ケ
ウ
チ(

錦
町)

●
佐
藤
耕
司(

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス)

●
石
川
淑
子
（
西
砂
町
） 

2
口●

向
江
隆
次
（
合
気
道
）

●
小
林
宏
壽(

羽
衣
町) 

●
小
井
節
子(

バ
ス
ケ
ッ
ト)

●
高
野　

坦(

砂
川)

1
口●安

藤
喜
朗(

卓
球)

荒
井
敏
夫(
バ
ス
ケ
ッ
ト)

荒
井
章
雄(
バ
ス
ケ
ッ
ト)

大
石
宗
弘(

バ
ス
ケ
ッ
ト)

富
士
火
災
海
上(
松
本
豊
幸) 

 
 

 

 2口●
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会

●
合
気
道
会

●
テ
ニ
ス
連
盟 

●
弓
道
会

●
㈱
ア
イ
・
サ
ー
ビ
ス

●
山
岳
連
盟 

●
自
転
車
競
技
連
盟

●
大
和
興
産
（
株
）

●
創
価
学
会  

立
川
文
化
会
館 

●
立
正
佼
成
会  

立
川
教
会

●
栄
町
体
育
会

●
高
松
町
体
育
会 

●
幸
町
体
育
会

●
柴
崎
町
体
育
会 

 
 
1
口●

卓
球
連
盟

●
大
法
商
会

●
吹
矢
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会 

●
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

●
柔
道
連
盟

●
新
体
操
連
盟 

●
㈱
Ａ
Ｔ
Ｓ
シ
バ
ハ
ラ

●
ケ
イ
オ
ー
運
動
具
店

●
ザ
・
ク
レ
ス
ト
ホ
テ
ル
立
川

●
弓
場
工
芸

●
東
京
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト

　

リ
ン
グ
㈱

●
ア
サ
ヒ
ビ
バ
レ
ッ
ジ
サ
ー
ビ
ス

　

㈱
西
東
京 

●
ダ
イ
ニ
チ
フ
ー
ズ
八
洋 

 
 

 
 

　反省会と来年度の取り組み。年々シニア･シルバーの方々の参加者が増加しているとの
こと、これも役員と指導者が努力して、各競技の会員の皆様とポスターなどによる市民へ
の呼びかけが大きいようです。運営をしていく中で参加者に魅力を感じてもらえるように、
更に努力と協力がいるようです。 広告部　木戸口

立川スポレクフェスタ　実行委員会 10月6日（水）研修室


